
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数画像をマトリクス状に配置してなる一の画像であるインデックス画像を作成する画
像作成装置において、
　画像を付加情報とともに入力する手段と、
　入力した画像を分類してグループ化するための分類項目を指定する手段と、
　指定された分類項目にしたがい、入力した画像を該画像の付加情報を参照してグループ
化する手段と、
　グループ化した画像群を各グループ毎にまとめて配列し、さらに、画像が属するグルー
プの種別が認識できるような視覚的情報を付加したインデックス画像を編集する手段とを
備え
　

ことを特徴とする画像作成装置。
【請求項２】
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、
前記視覚的情報は、グループの種類に応じて異なる、各画像データ毎に設けられる枠で

ある、

複数画像をマトリクス状に配置してなる一の画像であるインデックス画像を作成する画
像作成装置において、
　画像を付加情報とともに入力する手段と、
　入力した画像を分類してグループ化するための分類項目を指定する手段と、
　指定された分類項目にしたがい、入力した画像を該画像の付加情報を参照してグループ



【請求項３】
　

【請求項４】
　

【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は画像作成装置であって、特に、複数の画像をマトリクス状に配置してなる一の画
像であるインデックス画像を作成する装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、銀塩フィルムに撮影された画像の印刷サービス及びデジタルカメラで記録された画
像データの印刷サービスにおいて、印刷した全ての画像を一覧できるように、２０枚程度
またはフィルム１本分の印刷画像を縮小した画像（以下、サムネイル画像）をマトリクス
状に配置し、１枚のプリント用紙に印刷するプリントサービスがある。一般に、このよう
な、複数画像をマトリクス状に１枚のプリント用紙に印刷したものは「インデックスプリ
ント」と呼ばれる。
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化する手段と、
　グループ化した画像群を各グループ毎にまとめて配列し、さらに、画像が属するグルー
プの種別が認識できるような視覚的情報を付加したインデックス画像を編集する手段とを
備え、
　前記視覚的情報は、グループの種類に応じて異なる、画像データ周辺の背景色であるこ
とを特徴とする画像作成装置。

複数画像をマトリクス状に配置してなる一の画像であるインデックス画像を作成する画
像作成装置において、
　画像を付加情報とともに入力する手段と、
　入力した画像を分類してグループ化するための分類項目を指定する手段と、
　指定された分類項目にしたがい、入力した画像を該画像の付加情報を参照してグループ
化する手段と、
　グループ化した画像群を各グループ毎にまとめて配列し、さらに、画像が属するグルー
プの種別が認識できるような視覚的情報を付加したインデックス画像を編集する手段とを
備え、
　前記視覚的情報は、同一のグループに属する画像データ群をとり囲む一の枠であること
を特徴とする画像作成装置。

前記分類項目は、入力する画像が記録された記録媒体内のフォルダの種類であることを
特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の画像作成装置。

前記分類項目は、画像データの撮影日であることを特徴とする請求項１ないし３のいず
れかに記載の画像作成装置。

前記分類項目は、画像データを撮影したカメラの種類であることを特徴とする請求項１
ないし３のいずれかに記載の画像作成装置。

前記分類項目は、画像データのサイズであることを特徴とする請求項１ないし３のいず
れかに記載の画像作成装置。

前記分類項目は、画像データの撮影モードであることを特徴とする請求項１ないし３の
いずれかに記載の画像作成装置。

前記インデックス画像において、一のグループに属する画像のうち最初に配置される画
像は、改行後に配置されることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の画像作
成装置。



【０００３】
通常、銀塩フィルムに対するインデックスプリントでは、撮影（記録）順にそのサムネイ
ル画像が配列され、各画像に通し番号が付される。また、デジタルカメラで撮影された画
像に対するインデックスプリントの場合も、銀塩フィルムの場合と同様、画像の記録順（
通常は撮影順）に配列され、各サムネイル画像にその画像のファイル名が付される。
【０００４】
図２３に従来のインデックスプリントの一例を示す。本インデックスプリントは例えばデ
ジタルカメラにより記録メディアに記録された画像の印刷をプリントサービス店に依頼し
た際に提供されるものである。このようにプリントした全画像を一目で認識できる。この
図に示すように、インデックスプリントにおいては、複数のサムネイル画像がマトリクス
状に配置されるとともに、各画像Ｐ１について、ファイル名Ｐ２、印刷サイズ及び枚数Ｐ
３等の情報が記されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
従来のインデックスプリントでは、通常、画像は、撮影（記録）された順番で配列されて
印刷されている。また、インデックスプリント上で、各画像に対して表示される情報は、
ファイル情報、依頼した枚数、プリントサイズ等である。
【０００６】
デジタルカメラで撮影した画像においては、銀塩カメラのようにフィルム上に撮影日が写
し込まれることがなく、記録メディアにデータとして記録されているため、画像中には表
示されない。したがって、従来のインデックスプリントでは、デジタルカメラで撮影した
画像について撮影日を知ることはできない。
【０００７】
また、一般に、デジタルカメラにおいて、画像を撮影した場合、撮影日や、撮影カメラ等
の種々の情報が付加情報として画像データとともに記録されている。ユーザは、これらの
付加情報を画像データの管理、編集等を行なう際に利用できる。したがって、インデック
スプリントにおいても、かかる付加情報を利用し、付加情報に基き分類した画像をインデ
ックスプリント上に配置したい場合もある。その際、分類されて印刷された各画像に対し
てその分類が容易に認識できることが望ましい。
【０００８】
本発明は上記課題を解決すべくなされたものであり、いわゆるインデックスプリントにお
いて、ユーザの要望に合せて分類し、その分類が視覚的に容易に認識できるインデックス
プリントを作成する画像作成装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る画像形成装置は、複数画像をマトリクス状に配置してなる一の画像（イン
デックス画像）を作成する装置である。その画像作成装置は、画像を付加情報とともに入
力する手段と、入力した画像を分類してグループ化するための分類項目を指定する手段と
、指定された分類項目にしたがい、入力した画像を該画像の付加情報を参照してグループ
化する手段と、グループ化した画像群を各グループ毎にまとめて配列し、さらに、画像が
属するグループの種別が認識できるような視覚的情報を付加したインデックス画像を編集
する手段とを備えた。

【００１０】
このとき、分類項目には、入力する画像が記録された記録媒体内のフォルダの種類、画像
データの撮影日、画像データを撮影したカメラの種類、画像データのサイズ、または、画
像データの撮影モードが含まれてもよい。
【００１２】
さらに、インデックス画像において、一のグループに属する画像のうち最初に配置される
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ここで、視覚的情報は、１）グループの種類に応じて異なる、各画
像データ毎に設けられる枠、２）グループの種類に応じて異なる、画像データ周辺の背景
色、または、３）同一のグループに属する画像データ群をとり囲む一の枠である。



画像は、改行後に配置されるようにしてもよい。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、添付の図面を参照して本発明に係る画像作成装置の実施の形態を説明する。なお、
図面において、同じ参照記号は同一または同等のものを示す。
【００１４】
（画像作成装置の外観）
図１は、本発明の実施の形態の画像作成装置１の外観を示す。この画像作成装置１は、ユ
ーザが料金を投入し自分で画像を確認しプリントを得るコインベンダー方式の装置である
。料金は投入口８に投入される。装置の上部に、メディア装填部２が設けられ、ユーザは
、４種類の画像記録用メディア（スマートメディア、コンパクトフラッシュ、光ディスク
およびフロッピーディスク）のいずれかを装填できる。メディア装填部２には防塵対策用
のカバー３が備えられる。なお、カバーではなく、個々の装填口に防塵用のシャッターを
設けるようにしてもよい。装填可能なメディアの種類を表示するため、パネル７が、メデ
ィア装填部２の横に配置される。モニター４は、画像及び操作指示を表示するために設け
られ、表面にタッチパネルが形成されている。また、キーボード５は各種指示を行うため
に用いられる。装置の内部には、通常の写真をプリントするための銀塩プリンタ１６とシ
ールプリントをプリントするための昇華型プリンタ１８が搭載されている（図３参照）。
プリントは排出口６から排出される。ユーザは料金を投入口８に投入し、モニター４とキ
ーボード５で本装置を操作する。
【００１５】
図２は、記録メディア装填部２と表示パネル７をより詳細に示す。まず、表示パネル７に
は本装置に装填可能な４種類の画像記録用メディアの形状が表示されている。装填可能な
メディアは、スマートメディア（ＳＭ )、コンパクトフラッシュ (ＣＦ )、光ディスク (ＣＤ
)およびフロッピーディスク (ＦＤ )である。各記号の左側の数字は装填口の番号に対応す
る。ユーザは記録メディアの種類をパネル７の表示と照合し、該当するメディアを選択す
る。選択の手段としては、パネル７上にタッチスイッチを設けても良いし、キーボード５
で番号を入力するようにしてもよい。また、モニター４上のタッチパネルで選択可能にし
ても良い。ユーザがメディアを選択すると、選択されたメディアに対応する装填口の横に
設けられた表示２１が点灯する。図２に示された例では、スマートメディアに対応する表
示２１が点灯されている。ユーザは表示２１が点灯している装填口に記録メディアを装填
する。以上のようにすることでユーザは自分のメディアを識別でき、まちがった装填口に
メディアを装填することがなくなる。
【００１６】
（画像作成装置のブロック図）
図３は画像作成装置内部のブロック図である。装置全体は、全体制御部２０により制御さ
れる。ドライブ１０はスマートメディアに記録されている画像を読み出す。ドライブ１１
は、コンパクトフラッシュに記録されている画像を読み出す。ドライブ１２は光ディスク
に記録されている画像を読み出す。ドライブ１３は、フロッピーディスクに記録されてい
る画像を読み出す。画像信号処理部１４は、各ドライブ１０～１３から受け取った各メデ
ィアからのデジタル画像信号をモニタ用及びプリント用に処理し、メモリ部１５は、信号
処理された画像を記録する。メモリ１５に記録されている内容がモニター４及びプリンタ
１６、１８により再生される。
【００１７】
銀塩プリンタ１６は、銀塩ペーパーに対してデジタル画像の露光を行った後に、現像、定
着、安定処理を行ってデジタル銀塩プリントを作成する。本装置では、銀塩の露光制御部
として図示しないＰＬＺＴ光シャッターアレイを使用している。第１インターフェース (
ＩＦ )１７は、銀塩プリンタ１６とのインターフェイスである。第１インターフェース１
７を介して、メモリ１５に記録されたプリント用の画像データが銀塩プリンタ１６に送ら
れるとともに、全体制御部２０から銀塩プリンタ１６にプリント開始命令が送られ、また
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、銀塩プリンタ１６から全体制御部２０へはプリント状態データが送られる。
【００１８】
もう１つのプリンタ１８は、シールプリント作成用の昇華型プリンタである。本プリンタ
１８は、シールプリントに適したプリンタであれば他の方式のプリンタ（例えばインクジ
ェット方式、熱溶融方式のプリンタ）でもよい。第２インターフェース (ＩＦ )１９は、シ
ール用プリンタ１８とのインターフェイスであり、第１インターフェース１７とほぼ同等
の機能を有する。
【００１９】
（全体制御シーケンス）
次に、画像作成装置における全体制御部２０による制御シーケンスについて説明する。
【００２０】
図４は、サービスメニュー表示からインデックス表示までのフローチャートである。本装
置が起動されると、まず、本装置で利用可能なサービスメニュー（図５参照）をモニター
４に表示する (ステップＳ１１、以下「ステップ」を省略する )。ユーザは希望のサービス
をタッチパネルで選択する。本実施形態では、以下の６種のサービス（プリントモード）
が利用可能である。
（１）全数プリント（メディアに記録された画像を全てプリントする場合に選択するモー
ド )
（２）個別指定プリント（メディアに記録された画像を個別に指定してプリントするモー
ド )
（３）インデックスプリント（インデックスプリントをするモード )
（４）シールプリント（シールプリントをするモード )
（５）画像合成（画像合成をするモード）
（６）データ保存（メディアＣＤ－Ｒ、ＦＤ、ＭＯにデータ保存をするモード )
【００２１】
画像合成が選択されたときは、次に、マルチ画像作成モードとテンプレート合成モードの
いずれかを選択する画面（図示せず）が表示される。ユーザは希望のモードをタッチパネ
ルで選択する。
【００２２】
インデックスプリントは、全数プリントモードや、個別指定プリントモードにおいても選
択できるようになっている。
【００２３】
インデックスプリントやシールプリントでは、複数の入力画像データを合成する画像処理
が含まれる。このような画像合成を含むプリントモードが選択された場合は、画像処理に
長時間を要するので、プリント制御を開始する前に画像データの合成を行なう。
【００２４】
次に、画像の取り込みを行うために、ユーザは画像入力用の記録メディアの選択を行う（
Ｓ１２ )。このとき、モニタ４上にメディアを表示して選択可能としても良いし、パネル
７やキーボード５で選択してもよい。ユーザがメディアを選択すると、表示パネル７にお
いて、選択されたメディアの装填口の表示２１が点灯する（Ｓ１３ )。
【００２５】
次に、ユーザによりメディアが装填されるのを待つ（Ｓ１４ )。メディアが装填されると
、データ入力・解凍のサブルーチンをコールして、メディアから画像データを解凍して読
み出し（Ｓ１５ )。その原画像データをメモリに保存する。これは、操作終了まで原画像
データを保存しておき、常に高速なアクセスを可能とするためである。次に、ユーザによ
るメディアの取出しを待ち（Ｓ１６）、その後、ユーザにより選択されたサービス内容に
応じて（Ｓ１７）、所定の処理を行なう（Ｓ１８～Ｓ２３）。
【００２６】
具体的には、選択されたサービスが「全数プリント」であれば、メディアに記録された画
像を全てプリントするための所定の処理を行なう（Ｓ１８）。選択されたサービスが「個
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別指定プリント」であれば、メディアに記録された画像を個別に指定してプリントするた
めの所定の処理を行なう（Ｓ１９）。選択されたサービスが「インデックスプリント」で
あれば、インデックスプリントをするための所定の処理を行なう（Ｓ２０）。選択された
サービスが「シールプリント」であれば、シールプリントをするための所定の処理を行な
う（Ｓ２１）。選択されたサービスが「画像合成」であれば、画像を合成するための所定
の処理を行なう（Ｓ２２）。選択されたサービスが「データ保存」であれば、メディアＣ
Ｄ－Ｒ、ＦＤ、ＭＯにデータ保存をするための所定の処理を行なう（Ｓ２３）。
【００２７】
ここで、「全数プリント」、「個別指定プリント」、「シールプリント」、「画像合成」
、「データ保存」の各サービスに対する処理については、周知の任意の処理でよい。以下
では、特に、「インデックスプリント」処理を実現するための制御について詳細に説明す
る。
【００２８】
（インデックスプリント処理）
図６に、インデックスプリント処理（Ｓ２０）のフローチャートを示す。インデックスプ
リントが選択されれば、まず、ユーザにインデックス画像の分類を指定させるための選択
メニュー（図７参照）を表示し、ユーザによる分類項目の入力を待つ（Ｓ４１）。次に、
指定された分類項目に基いて画像を分類し、マトリクス状に配列したインデックス画像を
作成するための処理を行なう（Ｓ４２）。この処理で作成されたインデックス画像のデー
タはメモリに保存される。この処理の詳細は後述する。その後、作成したインデックス画
像データに解像度変換等を行って、モニター４にインデックス画像を表示する（Ｓ４３ )
。図８にこのときの表示画面の一例を示す。さらに、この画面には、インデックスプリン
トの枚数設定（Ｓ４４ )、データ保存の選択（Ｓ４５）、現在金額（Ｓ４６）も同時に表
示される。インデックスプリント選択時のデフォルトの設定は、インデックスプリント枚
数＝「１枚」、データ保存＝「ＣＤ－Ｒ」であるが、ユーザの意志で変更は可能である。
【００２９】
ユーザはインデックスプリントのプレビュー画面と現在の金額を確認し、気に入れば「Ｏ
Ｋ」ボタンを押す。ユーザにより「ＯＫ」ボタンが押されると（Ｓ４７）、次に進む。
【００３０】
「ＯＫ」ボタン押下後、保存メディア挿入処理が行なわれる（Ｓ４８ )。すなわち、ユー
ザによりデータ保存が設定されていることを確認し、データ保存が設定されている場合に
保存メディアの挿入を待つ。ユーザにより保存メディアが挿入されると、再度、モニター
４にサービス内容と最終の金額を表示して（Ｓ４９～Ｓ５０ )、ユーザによる入金を待ち
、入金があると、釣銭等の料金処理を行う（Ｓ５１ )。
【００３１】
その後、インデックス画像を印刷するプリント処理（Ｓ５２）が行なわれる。すなわち、
メモリに保存されたインデックスプリント用の画像データがハードウエアにより順次読み
出され、第１インターフェース１７を介してプリンタ１６に転送され、所定のプリント用
紙に印刷される。
【００３２】
プリント処理が終了すると、次にデータ保存処理を行う（Ｓ５３）。すなわち、ユーザに
よりデータ保存の設定がなされている場合に、作成したインデックス画像データを保存用
のメディアに記録する。
【００３３】
（インデックス画像作成処理）
以下に、図９～図１４のフローチャートを参照し、上記のインデックス画像作成処理（Ｓ
４２）の詳細を説明する。
【００３４】
ここで、画像作成処理の詳細を説明する前に、まず、本画像作成装置により作成されるイ
ンデックスプリントについて具体的に説明する。
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【００３５】
本装置により得られるインデックスプリントは、インデックスプリント上に印刷されるサ
ムネイル画像が、ユーザの指定した分類項目に基いてグループ化され、そのグループ単位
で配列されて印刷される。分類項目には、例えば、画像データが格納されるフォルダの種
類、画像データの撮影日、カメラ機種、画像サイズ、撮影モード等が含まれる。このとき
、画像に付加された他の情報を用いて分類してもよい。
【００３６】
画像データをユーザが指定した分類項目に基いて分類する際には、画像データに対して付
加されたタグ（ Tag）情報を参照する。タグ情報には、例えば、撮影日、画像サイズ、撮
影カメラ、撮影モード及び撮影時刻等の情報が含まれている。
【００３７】
図１５に、記録メディアの１つであるコンパクトフラッシュカード（以下「ＣＦカード」
という。）のフォルダ構造及び画像データに対するタグ情報の一例を示す。デジタルカメ
ラで記録可能な記録メディアは、一般に、この図に示すようなフォルダ構造を有し、各フ
ォルダにおいて記録順にファイル名が付された画像ファイルを格納する。記録メディアに
おけるフォルダは、デジタルカメラが所定の規格、例えば、ＤＣＦ（ Design rule for Ca
mera File system）規格に基き自動的に作成するが、ユーザが独自に作成することもでき
る。図１５に示すＣＦカードはＤＣＦ規格に基いたフォルダ構成を有している。但し、説
明の便宜上、一部規格に沿わない部分もある。具体的には、最上位に「ＤＣＩＭ」という
フォルダが設けられ、その下位に「１００＿ＡＢＣＤ」、「１００＿ＥＦＧＨ」という２
つのフォルダが設けられている。１００＿ＡＢＣＤフォルダ内には、 "DSC00001.jPG"から
"DSC00010.jPG"までの１０個の画像ファイルが格納され、１００＿ＥＦＧＨフォルダ内に
は、 "DSC00011.jPG"から "DSC00020.jPG"までの１０個の画像ファイルが格納されている。
それぞれの画像ファイルに対してタグ情報が付加されている。なお、図１５に示す画像デ
ータは、 "DSC00001.jPG"から "DSC00020.jPG"の順で記録されたものとする。
【００３８】
また、本実施形態の画像作成装置によるインデックスプリントは、各サムネイル画像がど
のグループに属するものかをユーザが視覚的に容易に認識できるよう工夫されている。す
なわち、グループの種別毎に異なる枠をサムネイル画像毎に付したり（図１６の（ａ）参
照）、サムネイル画像周辺の背景色をサムネイル画像毎にグループ種別に応じて異ならせ
たりする（図１６の（ｂ）参照）。また、このとき、図１６の（ｃ）、（ｄ）に示すよう
にグループ毎に枠を付したり、背景色を異ならせたりしてもよい。
【００３９】
図９はインデックス画像作成処理（Ｓ４２）のメインルーチンを示すフローチャートであ
る。
図に示すように、インデックス画像作成処理に入ると、ユーザが指定した分類項目を判断
し（Ｓ６１、Ｓ６２、Ｓ６３、Ｓ６４、Ｓ６５）、その指定に基いて分類処理を行なう（
Ｓ６７、Ｓ６８、Ｓ６９、Ｓ７０、Ｓ７１、Ｓ６６）。すなわち、分類項目がフォルダの
種類の場合は、フォルダによる分類処理（Ｓ６７）を行なう。分類項目が日付（撮影日）
の場合は、日付による分類処理（Ｓ６８）を行なう。分類項目がカメラの機種の場合は、
カメラ機種による分類処理（Ｓ６９）を行なう。分類項目が画像サイズの場合は、画像サ
イズによる分類処理（Ｓ７０）を行なう。分類項目が撮影モードの場合は、撮影モードに
よる分類処理（Ｓ７１）を行なう。上記いずれかの分類処理の後、その分類結果に基いて
インデックス画像が編集される（Ｓ６６）。具体的には、分類処理によりグループ化され
た画像が、グループ毎にまとめられてマトリクス状に配置され、さらに、各画像が属する
グループを識別できるような表示を付加したインデックス画像が作成されるように、各画
像のデータや種々の文字情報等が合成される。このとき、インデックス画像は、画像（サ
ムネイル画像）の数が多いときは複数頁に亘る場合もある。なお、いずれの分類も指定さ
れなかったときは、分類処理は特には行なわず、各画像の記録順に応じてマトリクス状に
配置されてインデックス画像が編集される。例えば、図１５に示すデータの場合、図１７

10

20

30

40

50

(7) JP 3900760 B2 2007.4.4



に示すように各画像が記録順に配列されたインデックス画像が作成される。以下に各分類
処理について詳細に説明する。
【００４０】
図１０は、フォルダの種類による分類処理（Ｓ６７）のフローチャートである。本処理で
は、フォルダの種類毎に画像データをまとめて表示する。まず、メモリに記憶されたメデ
ィア内に設けられているフォルダ名を読み込み（Ｓ６７１）、読み込んだフォルダ名から
フォルダの種類を解析し（Ｓ６７２）、解析結果に基き各画像をフォルダの種類毎にグル
ープ化する（Ｓ６７３）。図１５に示す例では、１００＿ＡＢＣＤフォルダのグループと
、１００＿ＥＦＧＨフォルダのグループとに分類される。１００＿ＡＢＣＤフォルダのグ
ループには "DSC00001.JPG"から "DSC00010.JPG"までの画像が属し、１００＿ＥＦＧＨフォ
ルダのグループには "DSC00011.JPG"から "DSC00020.JPG"までの画像が属する。本処理によ
りグループ化され、プリント処理されたときのインデックスプリントの例を図１８に示す
。この例では、１００＿ＡＢＣＤフォルダのグループに属する画像データが赤枠（図中、
破線）で囲まれ、１００＿ＥＦＧＨフォルダのグループに属する画像データは緑枠（図中
、太い実線）で囲まれている。また、インデックスプリントにおいては、ユーザが分類項
目を把握できるような情報も印刷される。なお、インデックプリントにおいて、同一グル
ープ内では、画像は記録順に配置されるが、画像サイズ等の他の条件に応じた順序で配置
されてもよい。
【００４１】
図１１は、日付による分類処理（Ｓ６８）のフローチャートである。本処理では、画像デ
ータの日付（ここでは、画像データの撮影日）毎にグループ化する。まず、メモリに記憶
されている各画像のタグ情報から全ての画像の撮影日の情報を取出す（Ｓ６８１）。それ
らの撮影日を解析し（Ｓ６８２）、解析結果に基き各画像を撮影日毎にグループ化する（
Ｓ６８３）。図１５に示す例では、撮影日が「６月１日」であるグループと、「６月２日
」であるグループと、「６月３日」であるグループとに分類される。６月１日のグループ
には "DSC00001.JPG"から "DSC00006.JPG"までの画像が属し、６月２日のグループには "DSC
00007.JPG"から "DSC00010.JPG"までの画像が属し、６月３日のグループには "DSC00011.JP
G"から "DSC00020.JPG"までの画像が属する。このときのインデックスプリントの印刷例を
図１９に示す。この例では、６月１日のグループに含まれる画像データは赤枠（図中、破
線）で、６月２日のグループに含まれる画像データは緑枠（図中、太い実線）で、６月３
日のグループに含まれる画像データは青枠（図中、細い実線）で囲まれている。このよう
に各画像の撮影日の違いが一目で認識できる。
【００４２】
図１２は、カメラの機種による分類処理（Ｓ６９）のフローチャートである。本処理では
、画像データを撮影したカメラの機種毎にグループ化する。
まず、メモリに記憶されている各画像のタグ情報から、全ての画像の撮影カメラ情報を取
り出す（Ｓ６９１）。それらの撮影カメラ情報を解析し（Ｓ６９２）、解析結果に基き各
画像を撮影カメラ毎にグループ化する（Ｓ６９３）。図１５に示す例では、カメラＡのグ
ループと、カメラＢのグループとに分類される。カメラＡのグループには "DSC00001.JPG"
から "DSC00008.JPG"までと、 "DSC00011.JPG"から "DSC00015.JPG"までの画像が属し、カメ
ラＢのグループには "DSC00009.JPG"、 "DSC00010.JPG"、 "DSC00016.JPG"から "DSC00020.JP
G"までの画像が属する。このときのインデックスプリントの印刷例を図２０に示す。この
例では、グループ別に画像周辺の背景色を異ならせている。すなわち、カメラＡのグルー
プに対してはクリーム色（図中、ストライプのハッチング）が、カメラＢのグループに対
しては水色（図中、ドットのハッチング）が設定されている。
【００４３】
図１３は、画像サイズによる分類処理（Ｓ７０）のフローチャートである。本処理では、
画像データのサイズ毎にグループ化する。
まず、メモリに記憶されている各画像のタグ情報から、全ての画像のサイズ情報を取り出
す（Ｓ７０１）。それらの画像サイズ情報を解析し（Ｓ７０２）、解析結果に基き各画像
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を画像サイズ毎にグループ化する（Ｓ７０３）。図１５に示す例では、画像サイズが６４
０×４８０のグループと、画像サイズが１０２４×７６８のグループと、画像サイズが１
２８０×９６０のグループとに分類される。６４０×４８０のグループには "DSC00001.JP
G"、 "DSC00010.JPG"から "DSC00013.JPG"までが属し、１０２４×７６８のグループには "D
SC00006.JPG"、 "DSC00007.JPG"、 "DSC00009.JPG"、 "DSC00014.JPG"、 "DSC00015.JPG"が属
し、１２８０×９６０のグループには残りの画像データが属する。このときのインデック
スプリントの印刷例を図２１に示す。この例では、第１行目に６４０×４８０のグループ
の画像が、第２行目に１０２４×７６８のグループの画像が、第３行目及び第４行目に１
２８０×９６０のグループの画像が印刷される。この図に示すように、グループの種類を
示す枠線等を表示せず、単に各サイズ毎に画像をまとめて配置するだけでもよい。このよ
うにしても、ユーザはインデックスプリントを見たときに画像の分類を容易に認識できる
。
【００４４】
次に、撮影モードによる分類処理（Ｓ７１）を説明する。本処理では、画像データの撮影
モード毎にグループ化する。例えば、画像のタグ情報の撮影モード情報を参照し、上記と
同様にして分類する。また、タグ情報の撮影時刻を参照して連写モードか単写モードかの
判断を行ってもよい。
【００４５】
図１４はタグ情報の撮影時刻から撮影モードを判断し、分類処理を行なう場合のフローチ
ャートである。図１４に示すように、メモリから、メディアに記録されていた全画像のタ
グ情報から撮影時刻を取り出す（Ｓ７１１）。次に、画像の撮影時刻を参照し、撮影時刻
が隣接する画像間の撮影時刻の差を算出する（Ｓ７１２）。その算出した時間差が２秒以
内の画像群を一つのグループ（連写グループ）とし、グループ化する（Ｓ７１３）。残り
の画像を一つのグループ（単写グループ）としてグループ化する（Ｓ７１４）。
【００４６】
いずれの例においても、図１５に示す "DSC00002.JPG"から "DSC00005.JPG"までの画像が一
つの連写グループを構成し、また、 "DSC00016.JPG"から "DSC00020.JPG"までが別の連写グ
ループを構成する。このときのインデックスプリントの印刷例を図２２に示す。図２２に
示すように、 "DSC00002.JPG"から "DSC00055.JPG"までのグループと、 "DSC00016.JPG"から
"DSC00020.JPG"までグループが赤色枠（図中、破線）で囲まれている。但し、図２２に示
す例では、一の連写グループを示す枠をグループ全体に付しているだけであり、画像の配
列は変更していない（すなわち、画像の記録順に配列）。これは、同じ連写グループに属
する画像は連続して記録されているため、特に、並べ換えを要しないからである。なお、
連写グループと単写グループのそれぞれのグループに属する画像がグループ毎にまとめて
配列されてもよい。
【００４７】
以上のように、本実施形態の画像作成装置は、インデックスプリントする際に、ユーザの
要望に応じた分類にしたがい画像をグループ化し、さらに、画像に対して、その画像がど
のグループに属するかを視覚的に認識可能にする表示を行なう。これにより、ユーザはイ
ンデックスプリントを参照したときに、画像の分類を容易に認識することができる。
【００４８】
なお、上記の説明では、１つの分類項目にしたがってグループ化したが、複数の分類項目
を組み合わせてグループ化するようにしても良い。また、インデックスプリントにおいて
、異なるグループの画像が同一行に配置されないように、すなわち、あるグループの先頭
の画像が必ず行の先頭に配置されるように、画像のグループが切り換わるときに改行する
ようにしてもよい。
【００４９】
【発明の効果】
本発明によれば、ユーザの要望に応じて画像を分類したインデックスプリントが得られる
。さらに、インデックスプリントにおいて、各画像が属するグループの種別が認識できる
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ような視覚的情報（例えば、枠、背景色）を付加するため、ユーザは一目見ただけで容易
に画像の種別を認識できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　画像再生装置の斜視図。
【図２】　パネル及びメディア装填部の平面図。
【図３】　画像再生装置のブロック図。
【図４】　画像再生装置のメイン処理のフローチャート。
【図５】　サービス内容表示画面を示した図。
【図６】　インデックスプリント選択時のフローチャート
【図７】　分類選択用画面を示した図。
【図８】　料金設定等を表示した表示画面を示した図。
【図９】　インデックス画像作成処理のフローチャート。
【図１０】　フォルダ名による分類処理のフローチャート。
【図１１】　日付（撮影日）による分類処理のフローチャート。
【図１２】　カメラ機種による分類処理のフローチャート。
【図１３】　画像サイズによる分類処理のフローチャート。
【図１４】　撮影モードによる分類処理のフローチャート。
【図１５】　ＣＦカードのフォルダ構成及びタグ情報を説明した図。
【図１６】　画像毎にグループの種類別に付される枠を説明した図（ａ）、画像毎にグル
ープの種類に応じて異なる背景色を付した場合を説明した図（ｂ）、グループ全体を囲む
ように設定された枠を説明した図（ｃ）、及び、グループ全体に対して、グループの種類
に応じて異なる背景色を付した場合を説明した図（ｄ）（画像Ａ～Ｆが一のグループに属
し、画像ａ～ｄが他のグループに属する。）。
【図１７】　分類しなかった場合（すなわち、記録順に配列された場合）のインデックス
プリントの一例を示した図。
【図１８】　フォルダ名により分類した場合のインデックスプリントの一例を示した図（
グループ単位で枠線を付している。）。
【図１９】　日付（撮影日）により分類した場合のインデックスプリントの一例を示した
図（画像毎に枠線を付している。）。
【図２０】　カメラ機種により分類した場合のインデックスプリントの一例を示した図（
画像毎に背景色を異ならせている。）。
【図２１】　画像サイズにより分類した場合のインデックスプリントの一例を示した図。
【図２２】　撮影モードにより分類した場合のインデックスプリントの一例を示した図。
【図２３】　従来のインデックスプリントの一例を示した図。
【符号の説明】
４　モニター
５，７　操作部
１０～１３　メディア挿入口
１６　銀塩プリンタ
１８　シール用プリンタ
２０　全体制御部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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